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夏季休業の
お知らせ

相続又は譲渡による
加入申込等について
相続、譲渡により山林の名義変更が生じ
た場合において、新たな所有者は組合へ
加入申込を行うようお願いします。なお、
相続の場合は300日以内に申込をお願
いします。また、組合員の方が住所を変更
された場合には住所変更の提出をお願
いします。

組合員の皆さまにはご不便をおかけしますが、
宜しくお願い致します。
購買事業も同様にお休みを頂きます。

令和6年

豊田森林組合 購買（本所）の土曜日・祝日の
営業を再開します！
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第19回
通常総代会開催
第19回
通常総代会開催
タワーヤーダ導入タワーヤーダ導入

組合職員が表紙を飾りました。
全国林業改良普及協会が発行している「現代林業」の表紙に、
当組合職員の兼脇生恵さんと久米舞子さんが表紙を飾りまし
た。この冊子は全国の林業事業体で活躍している女性を毎回表
紙に登用しており、今回当組合に依頼がありました。
カメラの前では普段の作業中とは違い些か緊張した面持ちでし
たが、林業の魅力を伝えるに十分な笑顔でした。

現代林業

令和6年6月1日（土）より

営 業 日　月曜～土曜（祝日も営業）
営業時間　8：30～17：30
休 業 日　日曜・年末年始・夏季・GW
巡回営業日　毎週火曜　下山地区（営業時間9：30～16：30）
　　　　　毎週水曜　稲武地区（営業時間9：30～16：30）
　　　　　毎週木曜　旭・小原地区（営業時間9：30～16：30）

お休みを頂きます。

8月11日（日）
　  ～18日（日）まで
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通常総代会
足助交流館「飯盛座」
令和6年6月29日（土）

第19回

令和6年6月29日（土）に足助交流館「飯盛座」にお
いて第19回通常総代会を開催しました。令和5年度
は第4次中期経営計画（令和3～8年度）の前半の最
終年度に当たり、経営の安定と組織の機能強化を目
指して、職員の総力を挙げて取り組んで参りました。
これにより、586haの森林整備事業や39,000㎥の
出材等の事業を進めることができました。また、かね
てより計画をしておりまし
たタワーヤーダを令和6年
3月に導入し、素材生産の
拡大が期待されています。
このような成果が得られま
したのも組合員の皆様の
ご理解とご協力の賜物と
深く感謝申し上げます。

開催

通常総代会
提出議案

令和５年度事業報告について

令和６年度事業計画について

豊田森林組合定款等の一部改正について

令和６年度借入金の最高限度額の決定について

一組合員に対する債務保証の最高限度額及び、
令和６年度における債務保証の最高限度額について

▶議案第６号

▶議案第７号

▶議案第８号

▶議案第９号

▶議案第10号

▶議案第11号

▶議案第１号

▶議案第２号

▶議案第３号

▶議案第４号

▶議案第５号

令和６年度各種事業手数料及び利用料の決定について

第７期役員選任について

令和６年度役員の報酬額の決定について

退任役員に対する役員退職慰労金の支給額の決定について

令和６年度余裕金の預入先の決定について

総代会決議事項中の修正に関する件について

森づくり団地16ヶ年実績

令和5年度 損益計算書

令和6年度事業計画

令和5年度 貸借対照表
資産の部

負債の部

流動資産
有形固定資産
無形固定資産
外部出資
その他資産
資産合計

流動負債
固定負債

1,210,705

181,842

803

39,474

2,607

1,435,431

321,277

240,089

単位（千円）単位（千円）

事業総収益
指導部門
販売部門
加工部門

森林整備部門
森林経営部門
事業総費用
事業総利益
事業管理費
事業外損益
経常利益
特別利益

法人税・住民税及び事業税
当期剰余金

前期繰越剰余金
当期未処分剰余金

1,363,284
66,702
441,469
39,253
814,753
1,107

1,034,649
328,635
272,525
5,910
62,019
7,827
18,328
51,518
25,782
77,300

1,266,636
65,581
348,618
43,918
808,519

0
985,089
281,547
255,830
17,866
43,583
2,209
8,353
37,439
28,343
65,782

総
収
益

当　期
（令和5年度）

前　期
（令和4年度）科　目

　令和6年度は組合合併20年を迎
える節目の年になります。このため、
初心に戻り組合員の力になれるよう
役職員一同、組合事業の拡大に努め
て参ります。
　本年度では団地の設立や事業地
の確保に努め、素材生産量の増大を
目指して参ります。また、森林整備事
業では公益的機能を発揮させるため
間伐を推進し、Ｊクレジットや地籍調
査にも取り組んで参ります。

豊田 藤岡 小原 足助 下山 旭 稲武

団地

会議

面積（ha）

14

4

236

33,125㎥

31,498㎥

32,647㎥

30,921㎥

39,561㎥

38,462㎥

8

3

100

23

12

399

172

33

3,640

187

20

4,717

135

30

2,693

172

13

4,778

純資産の部
出資金
利益剰余金
負債・純資産合計

264,265

609,800

1,435,431

○総代 200名、本人出席 66名、委任状出席 27名、書面議決による出席 86名
○上程した11議案、すべて可決承認して頂きました。

豊田　　藤岡　　小原　　足助　　下山　　旭　　稲武

年度別素材取扱量

素材取扱量

高性能林業
機械施業

R3 R4 R5

①森づくり団地

②間伐面積

③素材生産量

④中核製材工場への
　出荷

1,000ha

　750ha

39,000㎥

31,200㎥

→

→

→

→

指　　導

販　　売

加　　工

森林整備

55,400

395,650

36,000

802,920

1,289,970

部　門 計　画（千円）

計

各事業の計画

（令和6年3月31日現在）

議長　川合秀二 氏
（足助地区） 役員選任時の投票の様子
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5000 Ｒ6.3.31時点で16,564ha（ha)
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通常総代会
足助交流館「飯盛座」
令和6年6月29日（土）

第19回
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終年度に当たり、経営の安定と組織の機能強化を目
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これにより、586haの森林整備事業や39,000㎥の
出材等の事業を進めることができました。また、かね
てより計画をしておりまし
たタワーヤーダを令和6年
3月に導入し、素材生産の
拡大が期待されています。
このような成果が得られま
したのも組合員の皆様の
ご理解とご協力の賜物と
深く感謝申し上げます。

開催
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令和5年度 損益計算書

令和6年度事業計画

令和5年度 貸借対照表
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負債の部

流動資産
有形固定資産
無形固定資産
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その他資産
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固定負債
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業では公益的機能を発揮させるため
間伐を推進し、Ｊクレジットや地籍調
査にも取り組んで参ります。
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豊田　　藤岡　　小原　　足助　　下山　　旭　　稲武

年度別素材取扱量

素材取扱量

高性能林業
機械施業

R3 R4 R5

①森づくり団地

②間伐面積

③素材生産量

④中核製材工場への
　出荷

1,000ha

　750ha

39,000㎥

31,200㎥

→

→

→

→

指　　導

販　　売

加　　工

森林整備

55,400

395,650

36,000

802,920

1,289,970

部　門 計　画（千円）

計

各事業の計画

（令和6年3月31日現在）

議長　川合秀二 氏
（足助地区） 役員選任時の投票の様子

0

1000

2000

3000

4000

5000 Ｒ6.3.31時点で16,564ha（ha)



54

Woody Toyota Communication通信

組合長あいさつ

第7期役員紹介

　第19回通常総代会後の理事会において、代表理事組合長
に再任頂きましたので、一言ご挨拶申し上げます。
　林業を取り巻く情勢は依然として厳しいものがありますが、当
組合では豊田市と連携しながら、間伐を中心に事業を進めてお
ります。この取り組みの中では地域の森づくり会議を通じて、現
地での立会いを始め組合員の皆様には多大なご協力を頂いて
おりますことに、改めて感謝と御礼を申し上げます。
　また、住宅建設が低迷する中で、木材ニーズも厳しい状態
ですが、最近では住宅以外の公共建築物や低層ビルも木造で
建設する「都市木造」が叫ばれるようになってきました。こうした
流れが本格化し木材需要が高まることを期待して、今後も森林
整備を推進して参りますので、引き続き宜しくお願い致します。

　第19回通常総代会の後に行わ
れた理事会・監事会にて第7期
の役員が選任されました。今後3
年間、経営手腕を奮い組合の運
営を担っていただきます。
　また、組合設立以来初めての
女性理事が誕生しました。

代表理事組合長

片 桐 正 博
（区域外）

理事
鈴木富士雄
（豊田地区）

理事
黒 柳 晋 平
（豊田地区）

理事
髙 山 治 朗
（旭地区）

理事
杉 山 善 成
（藤岡地区）

理事
近 藤 礼 二
（稲武地区）

理事
永 井 保 徳
（小原地区）

代表監事
鈴 木 辰 吉
（旭地区）

理事
安 藤 賢 治
（足助地区）

監事
髙 山 康 博
（区域外）

理事
安 藤 忠 司
（下山地区）

監事
九 澤 知 市
（稲武地区）

理事
伊 藤 浩 二
（旭地区）

代表理事専務

川 合 寿 人
（下山地区）

常務理事

鈴 木 智 江
（旭地区）

地区懇談会を開催しました
　今年度も地区懇談会を令和
6年6月4日（火）の稲武地区か
ら開始しました。平日の昼間と
いうお忙しい時間にもかかわら
ず、沢山の組合員の皆さまにご
来場いただきました。皆さまか
らのご意見を参考に今後の組
合運営に活かしていきたいと
思います。

令和6年4月に新卒者を3名採用しました。
入組後3名は岐阜、長野、京都の林業学校へ2年間研修に行ってきます。

令和6年度 新入職員の紹介

現場作業で活躍できる人材になるた
めに、チェンソー技術を中心に多くの
事を学んできます。

市内東渡合町出身　
猿投農林高校卒  長野県林業大学校

6月04日（火）10：30～

6月06日（木）10：30～

6月06日（木）15：00～

6月11日（火）15：00～

6月12日（水）10：30～

6月12日（水）15：00～

稲武地区

足助地区

旭地区

下山地区

豊田地区

小原藤岡地区

稲武交流館

豊田森林組合 本所

旭交流館

下山交流館

猿投北交流館

小原交流館

7

36

16

17

29

25

日　時 地　区 会　場 参加者数

伊 藤 優 祐
いとう  ゆうすけ

高校は普通科でしたので林業につい
ての知識が無いため、京都府立林業
大学校でしっかり学んできます。

市内日南町出身　
豊田大谷高校卒  京都府立林業大学校

近 藤 望 来
こんどう  みらい

アカデミーで学んだ知識を最大限自
分の力に変えられるよう頑張ります。
よろしくお願いします。

大府市出身　
安城農林高校卒  岐阜県立森林文化アカデミー

中 畑 柚 姫
なかはた  ゆずき
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組合長あいさつ

第7期役員紹介
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地区懇談会を開催しました
　今年度も地区懇談会を令和
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ら開始しました。平日の昼間と
いうお忙しい時間にもかかわら
ず、沢山の組合員の皆さまにご
来場いただきました。皆さまか
らのご意見を参考に今後の組
合運営に活かしていきたいと
思います。

令和6年4月に新卒者を3名採用しました。
入組後3名は岐阜、長野、京都の林業学校へ2年間研修に行ってきます。

令和6年度 新入職員の紹介

現場作業で活躍できる人材になるた
めに、チェンソー技術を中心に多くの
事を学んできます。

市内東渡合町出身　
猿投農林高校卒  長野県林業大学校

6月04日（火）10：30～

6月06日（木）10：30～

6月06日（木）15：00～

6月11日（火）15：00～

6月12日（水）10：30～

6月12日（水）15：00～

稲武地区

足助地区

旭地区

下山地区

豊田地区

小原藤岡地区

稲武交流館

豊田森林組合 本所

旭交流館

下山交流館

猿投北交流館

小原交流館

7

36

16

17

29

25

日　時 地　区 会　場 参加者数

伊 藤 優 祐
いとう  ゆうすけ

高校は普通科でしたので林業につい
ての知識が無いため、京都府立林業
大学校でしっかり学んできます。

市内日南町出身　
豊田大谷高校卒  京都府立林業大学校

近 藤 望 来
こんどう  みらい

アカデミーで学んだ知識を最大限自
分の力に変えられるよう頑張ります。
よろしくお願いします。

大府市出身　
安城農林高校卒  岐阜県立森林文化アカデミー

中 畑 柚 姫
なかはた  ゆずき
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令和6年度は組織として大きな変更はあり
ません。引き続きご不明な点などございま
したら各担当へお問い合わせください。

令和6年度

職員配置図
総務課 組合員に関すること、加工に関すること、購買に関すること

林産課 利用間伐に関すること、作業道に関すること、森づくりに関
すること

森林整備課 間伐事業に関すること、特殊伐採に関すること
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第4次中期経営計画の見直しについて
□第4次中期経営計画の当初に掲げた実行内容や目標は、
計画後半の3か年（令和6年度から令和8年度まで）にお
いておおむね維持します。なお、前半の3か年の成果と課
題や新たな経営課題をふまえ、以下の点については一部
見直しを行います。

①事業地の先行確保
□境界明確化と団地化を一層推進するため、最も厳格な境
界確定方法である「地籍調査」の取り組みを新規に開始し
ます。
□令和5年度までに先進事例調査や事業スキームの検討を
済ませており、令和6年度に小規模での地籍調査に着手
（試行）します。ここで事業実行上の課題と解決策を検討
し、地籍調査事業の確立と拡大を目指します。

②森林整備事業におけるライフライン伐採事業の拡大
□ライフライン伐採事業のニーズが拡大していることに対
応するため、特殊伐採に対応できる作業班の人員を拡
充、必要な機材類を整備します。

③J-クレジット制度の取り組み
□森林がもつ二酸化炭素吸収機能を「クレジット」として国
が認証し、「クレジット」の販売を通じて経済的価値を創出
する「J-クレジット制度」の取り組み新規に開始します。
□長期的に経営管理できるモデル的な森林を設定し、クレ
ジットの創出と販売を試行します。組合員への周知を進
めながら、組合員への還元強化策のひとつとして拡大を
目指します。

④ 損益計画
□令和5年度までの経営結果をふまえ、計画を上方修正します。

⑤中長期の設備投資計画
□旧支所の不要施設を解体・処分したことに伴い、機材倉
庫が不足しています。これに対応するため、建設を含めて
必要な倉庫の確保・整備を計画します。

第4次中期経営計画の後半における当初計画との主な変更点

当初計画

変更計画

令和6年度

事業利益率1.7％以上

事業利益率2.0％以上

令和7年度

同　2.0％以上

同　2.5％以上

令和8年度

同　2.5％以上

同　2.5％以上

　今回導入したタワーヤーダは、オーストリアのコンラッド
社が、日本の急峻な地形や多雨な気候などの悪条件にも対
応可能な仕様で開発した機体で、その性能を買われて
2021年の日本導入初号機からすでに国内で13台が稼働
しています。タワーヤーダは、作業道上に設置した機体から
主索となるワイヤーを張る事によって、より遠くの木材を搬
出する事が可能です。最短半日で架線が設置でき、木材の
搬出は最少２名で作業可能、間伐作業にも適したコンパクト
設計、危険リスクを排除した安全構造など、生産性と安全性
の両面を兼ね備えた優れものです。皆さまの山林で作業が
できるように、豊田市有林や愛知県有林で作業の経験を高
めている最中です。従来の、搬出路を開設して作業する間
伐方法に加えて、タワーヤーダで搬出する作業方法が加わ
る事によって、より広範囲の山林をカバーする事ができるよ
うになりました、豊田市の森づくりでは、このタワーヤーダ
がミライのフツーになる事間違いなしです。

タワーヤーダ導入タワーヤーダ導入

お気軽にお問い合わせください。 

深見帝三
深津和廣
川合正美
安藤賢次

令和 6年 7月
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第4次中期経営計画の見直しについて
□第4次中期経営計画の当初に掲げた実行内容や目標は、
計画後半の3か年（令和6年度から令和8年度まで）にお
いておおむね維持します。なお、前半の3か年の成果と課
題や新たな経営課題をふまえ、以下の点については一部
見直しを行います。

①事業地の先行確保
□境界明確化と団地化を一層推進するため、最も厳格な境
界確定方法である「地籍調査」の取り組みを新規に開始し
ます。
□令和5年度までに先進事例調査や事業スキームの検討を
済ませており、令和6年度に小規模での地籍調査に着手
（試行）します。ここで事業実行上の課題と解決策を検討
し、地籍調査事業の確立と拡大を目指します。

②森林整備事業におけるライフライン伐採事業の拡大
□ライフライン伐採事業のニーズが拡大していることに対
応するため、特殊伐採に対応できる作業班の人員を拡
充、必要な機材類を整備します。

③J-クレジット制度の取り組み
□森林がもつ二酸化炭素吸収機能を「クレジット」として国
が認証し、「クレジット」の販売を通じて経済的価値を創出
する「J-クレジット制度」の取り組み新規に開始します。
□長期的に経営管理できるモデル的な森林を設定し、クレ
ジットの創出と販売を試行します。組合員への周知を進
めながら、組合員への還元強化策のひとつとして拡大を
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④ 損益計画
□令和5年度までの経営結果をふまえ、計画を上方修正します。

⑤中長期の設備投資計画
□旧支所の不要施設を解体・処分したことに伴い、機材倉
庫が不足しています。これに対応するため、建設を含めて
必要な倉庫の確保・整備を計画します。

第4次中期経営計画の後半における当初計画との主な変更点
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　今回導入したタワーヤーダは、オーストリアのコンラッド
社が、日本の急峻な地形や多雨な気候などの悪条件にも対
応可能な仕様で開発した機体で、その性能を買われて
2021年の日本導入初号機からすでに国内で13台が稼働
しています。タワーヤーダは、作業道上に設置した機体から
主索となるワイヤーを張る事によって、より遠くの木材を搬
出する事が可能です。最短半日で架線が設置でき、木材の
搬出は最少２名で作業可能、間伐作業にも適したコンパクト
設計、危険リスクを排除した安全構造など、生産性と安全性
の両面を兼ね備えた優れものです。皆さまの山林で作業が
できるように、豊田市有林や愛知県有林で作業の経験を高
めている最中です。従来の、搬出路を開設して作業する間
伐方法に加えて、タワーヤーダで搬出する作業方法が加わ
る事によって、より広範囲の山林をカバーする事ができるよ
うになりました、豊田市の森づくりでは、このタワーヤーダ
がミライのフツーになる事間違いなしです。

タワーヤーダ導入タワーヤーダ導入

お気軽にお問い合わせください。 

深見帝三
深津和廣
川合正美
安藤賢次

令和 6年 7月
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豊田森林組合

夏季休業の
お知らせ

相続又は譲渡による
加入申込等について
相続、譲渡により山林の名義変更が生じ
た場合において、新たな所有者は組合へ
加入申込を行うようお願いします。なお、
相続の場合は300日以内に申込をお願
いします。また、組合員の方が住所を変更
された場合には住所変更の提出をお願
いします。

組合員の皆さまにはご不便をおかけしますが、
宜しくお願い致します。
購買事業も同様にお休みを頂きます。

令和6年

豊田森林組合 購買（本所）の土曜日・祝日の
営業を再開します！

E-mail ： info@woodytoyota.net
発行日 令和6年7月25日　
発　行 豊田森林組合

豊田森林組合 0565・61・1616〈電話〉
〈FAX〉0565・61・1617〒444-2424 

豊田市足助町横枕5番地

通信通信
No.58

第19回
通常総代会開催
第19回
通常総代会開催
タワーヤーダ導入タワーヤーダ導入

組合職員が表紙を飾りました。
全国林業改良普及協会が発行している「現代林業」の表紙に、
当組合職員の兼脇生恵さんと久米舞子さんが表紙を飾りまし
た。この冊子は全国の林業事業体で活躍している女性を毎回表
紙に登用しており、今回当組合に依頼がありました。
カメラの前では普段の作業中とは違い些か緊張した面持ちでし
たが、林業の魅力を伝えるに十分な笑顔でした。

現代林業

令和6年6月1日（土）より

営 業 日　月曜～土曜（祝日も営業）
営業時間　8：30～17：30
休 業 日　日曜・年末年始・夏季・GW
巡回営業日　毎週火曜　下山地区（営業時間9：30～16：30）
　　　　　毎週水曜　稲武地区（営業時間9：30～16：30）
　　　　　毎週木曜　旭・小原地区（営業時間9：30～16：30）

お休みを頂きます。

8月11日（日）
　  ～18日（日）まで




